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され，自然に説明可能な，生きられた秩序現象（the locally produced, naturally
















































































































































































































































られた，その場の道具と結びついた進行過程（the lived equipmentally affiliated


























ある。（Dreyfus, H. L.,1991＝2000, pp.64－69.）ここで重要なことは，道具を
使うという配慮的交渉において，道具は主題的に把握されるわけではなく，む
しろ「透明性」を獲得していることである。したがって，ガーフィンケルが構































































































































































































ついては，古典的な Drew, P. & J.Heritage,1993を参照せよ。
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